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 教育対象としてとらえたシーマンシップは、必要な知識（情報を含
む）とそれを駆使する機能・能力が前提となる。

その機能・能力は、シーマンシップを発揮することによって高めら
れていく。

技術者で見れば、日々さまざまな機能を発揮することでシーマン
シップは豊かさを増し、レベルも高まっていく。技術者であり続ける
船員にシーマンシップのゴールはなく、状況に応じて常に進化・向
上して行くのがシーマンシップなのである。

新シーマンシップ考（杉崎）

 100人の船長は100通りのシーマンシップを語る。

シーマンシップ研究会 確かな針路と海路を求めて（古莊）

１．はじめに
2017.5.20

シーマンシップ研究会

Tokyo University of Marine Science and Technology 

２．授業におけるシーマンシップの涵養

2.1 シーマンシップ

・シーマンの技術、行動、生活様式、情意などに一貫してあらわれる特性
・船員の備え、かつ発揮すべき機能の総称
・船舶職員に求められる資質・能力

自ら考え、発想する能力

2017.5.20
シーマンシップ研究会

→ 船舶運航に関する知識・技能

→ リーダーシップ、チームワークなど

→ 船舶運航管理、船舶管理、船員管理

→ 概念化能力（大局/分析、抽象/具象、客観/主観、論理/直観、長期/短期）

テクニカルスキル

ヒューマンスキル

コンセプチュアルスキル

マネジメントスキル

Tokyo University of Marine Science and Technology 

２．授業におけるシーマンシップの涵養

2.2 アクティブラーニング型授業の実施

（１）第1回目授業
2人のペアで演習問題を行う授業で、以下の要領で実施した。

①学生自身の目標を設定し、記録する。
② 2人1組で声に出して話し合う。自分の考えを伝える。
自分の考えを教える。

③時間の許す限り、他のチームに自分たちの考えを伝え、教える。

なお、解説の際には、できるだけ学生に発表させるようにした。

【演習問題】
① バイスバロットの法則の利用方法を考える。
② 海難事例（衝突事故）の原因と対策を考える。

2017.5.20
シーマンシップ研究会

大学1年生「海のリテラシー」（目標）：「シーマンシップの涵養」

Tokyo University of Marine Science and Technology 

2.2 アクティブラーニング型授業の実施

（２）第2回目授業
4~6人のグループで発表を中心とし、以下の要領で実施した。

① 4～6人のグループを作る。
②リーダーを決める。
③各自が案を3個考える。
④全員が自分の考えた案を披露する。その際、特徴や有利な点などを説明する。

なお、他の人は評価や批判はしない。
⑤リーダーを中心にグループとしての案を1つ決める。決定した案そのままでもでも
よいが、組み合わせた新たな案、追加・改良した案でもよいので、最終的なグルー
プとしての案を決める。

⑥決定したグループの案を図や絵を描いて説明できるように分かりやすくまとめる。
⑦グループの案を全体に発表する。発表は全員が必ず発表する。

【課題】 ： 「新しい船」を考える（船体形状、機関・推進器の種類など）

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20

シーマンシップ研究会
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2.3 授業評価
（１）第1回授業（2015年12月）
「大変良かった」
「良かった」

＜否定的意見(2015年)＞・・・2件

「つまらなかった。」⇒ 評価「良かった」

「テンポが悪かった。」⇒ 評価「普通」

（２）第1回授業（2016年12月）
「大変良かった」
「良かった」

＜否定的意見(2016年) ＞・・・1件

⇒ 評価「悪かった」
「わざわざ９０分を使う意味があったのか疑問である。」

大変よかった

17%

良かった

42%

どちらとも

言えない

35%

悪かった

1%

大変悪かった

0%

無回答

5%

悪かったと評価
した1名のコメン
トは無かった。

大変良かった

25%

良かった

62%

普通

11%

悪かった

2%

大変悪かった

0%

1年目

2年目

→ ５９％

→ ８７％

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20
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2.3 授業評価

（３）第1回授業 【コメント（2015年12月）】

「大変分かりやすかった。」

「考えることがとても楽しいと思える授業だった。」

「実際の海難の事例を扱えて良かった。」

「課題をやったことによって、積極的に意見を交換できた。」

「ディスカッションの機会はもっとあるべきだと思います。」 → 肯定的な評価

（４）第1回授業 【コメント（2016年12月）】

「正しい解答を求めるものでなく、自らの考えを多く持つ機会で良かった。」

「将来的にいろいろな観点で物事を見て考える力は必要だと思った。」

「2人組になって議論することで、自主性が身に付いた気がする。」

「今日の授業では、自分達で話し合う時間があり、深く考えることができた。」

「話し合いながら問題点を探すことで、 思いつかないような対策を見つけられた。」

・実事例の効果
・意見交換の効果
どちらも多数意見

意見交換

の意義

35%

思考に

ついて

26%

実事例

について

17%

バイスバロッ

トの法則

4%
その他

18%

２．授業におけるシーマンシップの涵養
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2.3 授業評価

（５）第2回授業（2016年1月）

「大変良かった」

「良かった」

＜否定的意見(2016年)＞・・・1件⇒ 評価「普通」

「よく分からない授業であった。」

（６）第2回授業（2017年1月）

「大変良かった」

「良かった」

＜否定的意見(2017年) ＞・・・1件⇒ 評価「普通」

「空想・妄想としか思えないことを大学生が授業時間を使って話し合う

必要はないと思った。」

大変

良かった
34%

良かった

38%

普通

23%

悪かった

1%

大変悪かった

2%
無回答

2%

1年目

大変

良かっ

た
46%良かっ

た
43%

普通

11%

悪かった

0%
大変悪かった

0%

2年目

→ ７２％

→ ８９％

２．授業におけるシーマンシップの涵養
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2.3 授業評価

（７）第2回授業 【コメント（2016年1月）】

「様々なアイディアを知ることができたので良かった。」

「新しいことについて考えることは面白いことだと思った。」

「みんなの発表はとても発想力があって面白かったです。」

「創造力を鋭くするためには、考えることが一番大切だと思っ
た。」

（８）第2回授業 【コメント（2017年1月）】

「色々な考え方があって楽しかった。」

「グループワークはアイディアのかたまりだと思った。」

「１つのテーマでも様々なアイディアが出てきて面白いと思っ
た。」

「様々な意見を聞くことができ、有意義な時間だった。」

「発表が思ったよりも楽しかった。」

創造思考

について
28%

発表について

27%

グループワー

クについて
24%

その他

21%

・創造的思考について、
・発表について、
・グループワークについて
の肯定的意見が多かった。

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20
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2.3 授業評価
（13）「創造的思考は重要か？」について

（第２回授業：2016年1月）

「大変重要」

「重要」 → ７８％

（14）「創造的思考は重要か？」について

（第２回授業：2017年1月）

「大変重要」

「重要」

→ ９７％

大変重要

46%

重要

32%

どちらとも

言えない

18%

重要で

はない

2%

全く重要

ではない

2%

大変重要

70%

重要

27%

どちらとも

言えない

3%

重要では

ない

0%

全く重要

ではない

0%

２．授業におけるシーマンシップの涵養
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2.3 授業評価
（15）「創造的思考は重要か？」について

（第２回授業：2016年1月）

「大変重要」

「重要」
→ ７８％

（第２回授業：2016年1月）

「大変重要」

「重要」
→ ９７％

【コメント】

・「様々なアイディアを知ることができたので良
かった。」

・「創造力を鋭くするためには、考えることが一
番大切だと思った。」

・「みんなの発表はとても発想力があって面白
かったです。」

・「新しいことについて考えることは面白いことだ
と思った。」

【コメント】

・「何かを創造することは、とても楽しいことだとわか
りました。」

・「柔軟に新しいことを生み出すのは難しい。色々な
ことを経験して、様々な案を出せるようにしたい。」
・「みんな色々な考えがあって、面白いと思った。」

・「創造する難しさ、楽しさを感じることができたので
良かった。」

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20

シーマンシップ研究会
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2.4 授業に対する感想の質的データ分析

学生の授業に関する感想をグラウンデッド・セオリー・アプ
ローチ（Grounded  Theory Approach：GTA）の要領で分析した。

No データ プロパティ ディメンジョン ラベル名

1 ・考えることは楽しいと分った
・考えることで未来が素敵なもの
に思えてきた

・思考は楽しい ・授業における思考す
る時間

(1)思考の効用

2 ・グループワークはアイディアの
かたまりだと思った
・グループ内で様々なアイディア
が出て興味深かった

・グループワー
クの効果

・グループワークによる
アイディア創出量

(2)グループワークによる
多様で多量のアイディア
創出

3 ・人と話をすることは新しい発見
があると分った
・自分の思いつかないことがたくさ
んあった。

・対話による発
見

・対話による発見・気づ
きの数

(3)対話による発見・気づ
き

4 ・他のグループのアイディアが非
常に面白かった
・他の人の意見を聞けて良かった

・発表の効果 ・発表による自身の鼓
舞

(4)発表による他者・他グ
ループ案の共有と感想

5 ・色々な考え・意見を聞けて、有意
義だった

・対話、発表の
効果

・他者意見による自身
への効果

(5)対話・発表による自身
の成長

表 コーディング実施例

2017年(2年目)、第２回
授業の質的分析

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20
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No データ プロパティ ディメンジョン ラベル名
6 ・創造する難しさ、楽しさを感じるこ

とができた
・創造することの効
果

・創造することの難し
さ、楽しさ

(6)創造することに対する感
想

7 ・説明する力の重要性を分った ・説明力の重要性 ・説明の重要性理解 (7)説明力の重要性理解

8 ・様々なアイディアが出てきて面白
いと思った
・グループ内で多くのアイディアが
出た

・多種・多様なアイ
ディア創出

・アイディア創出量 (8)多様で多量のアイディア
の創出
(9)アイディア創出の感想

9 ・人の数だけアイディアがあり、それ
らを組合せて素晴らしいアイディア
になることが分った

・多量のアイディア
創出と組合せ効果

・アイディア組合せ効
果の理解度

(10)アイディア創出とアイディ
ア組合せ

10 ・意見で矛盾が生じたときに意見を
取り入れつつ、新しいことを考える
ことができた

・意見集約と新思
考の創出

・新思考の創出 (11)意見の対立と対応の効
果
(12)意見集約と新たな思考

11 ・新しい船を考えることで、現在の船
のデメリットがよく見える

・思考することによ
る効果

・思考による現状の欠
点発見

(13)思考による現状把握

12 ・自分が堅い思考になっていること
に気づいて良かった

・思考柔軟性 ・思考の柔軟さ (14)思考の柔軟性への気づ
き

13 ・取り組むべき課題が発見できたの
で、今後に生かしたい

・自身の課題発見 ・課題発見の効果 (15)授業を通じて課題発見と
対応

2.4 授業に対する感想の質的データ分析

表 コーディング実施例

2015年(2年目)、第２回
授業の質的分析

2017.5.20
シーマンシップ研究会
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(B)グループワークの効果

(2)グループワークによる効果

⑤対話による思考

①グループ発表の効果

⑥授業評価

(A)思考を促す授業

(1)思考の効用

(13)思考による現状把握

(14)思考の柔軟性への気づき

(12)意見集約と新たな思考

(C)対話による効果

(3)対話による発見・気づき

(5)対話・発表による自身の成長

(D)発表による効果

(5)対話・発表による自身の成長

(4)発表による他者・他グループ案の共有の効果

(E)アイディア創造の効果

(6)創造することに対する感想

(8)多様で多量のアイディアの創出

(9)アイディア創出の感想

(10)アイディア創出とアイディア組合せ

(11)意見の対立と対応の効果

(F)自身の課題を発見できる授業

(15)授業を通じて課題発見と対応

(G)説明力の重要性

(7)発表における説明力の重要性理解

②グループ内対話の効果

③グループ
ワークで思考

④グループワーク
でアイディア創造

⑥思考による
アイディア創造

⑦アイディア創造の発表
⇔発表によるアイディア創造

図 カテゴリー関連図

⑧説明力の
重要性を理解

2017.5.20
シーマンシップ研究会
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2.4 授業に対する感想の質的データ分析

• 授業の内容、実施方法についてコメント
○ グループワークの効果 ○ 対話・発表による効果

○ 創造性を重視した授業 ○ 思考を促す授業

・対話・意見交換による興味の向上

・グループワークで多種・多様なアイディア創造

・発表による効果（アイディアの理解と共有など）

・アイディア創造による効果

以下の仮説を導き出した。

「本授業（第2回目）は、グループ内で対話を行うとともに発表することに
より、思考を促し、アイディア創造などの効果がある。」

2017年(2年目)、第２回
授業の質的分析

・課題→テクニカルスキル
・グループワーク
→ヒューマンスキル＆マネジメントスキル
・思考を促す授業→コンセプチュアルスキル

2.4 授業に対する感想の質的データ分析
2017.5.20

シーマンシップ研究会
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2.5 授業で得られた内容の活用
• グループワークで行った対話は今後の思考の参考となる。今後は対話による他者意見を参考にする、取

り込む、組み合わせるなどの活用をしたい。

• グループワークの効果を実感。今後もグループワークを活用して課題発見、課題解決を行いたい。

• 発表によって、考えをまとめることの難しさを感じた。今後は考えをまとめ、発表するトレーニングをした
い。

• 発表の準備段階で自分達の考えがまとまっていくことを感じた。課題発表の活用とグループでの発表準
備を今後に活かしたい。

• 発表を聴いて多種多様なアイディアがあって面白いと思った。自分でも多様なアイディがだせるようにと
レーニングしたい。

• 創造的思考の楽しさを知った。今後も創造的な思考をするように心がけたい。

• 思考の難しさと面白さを実感。今後の勉強や生活への応用を考えたい。

• 良いアイディアが思いつかなかった。普段から発想、思考を習慣づけたい。

• 堅い思考になっていたことに気づいた。柔軟な思考ができるように努めたい。

• 船に対する興味が増し、現在の船の欠点が見えてきた。今後、改善をしていきたい。

• 安全で便利な船ができるよう考えていきたい。

2016年(２年目)、第２回
授業から

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20

シーマンシップ研究会
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2.5 授業で得られた内容の活用

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20

シーマンシップ研究会

トレーニング
習慣づける
心掛ける

グループワーク

対話 発表

発表

発表準備

創造的思考

聴取

精選 組合せ 追加

発 表

発表準備 発表 聴取

加工削除

船（案）

トレーニング
習慣づける
心掛ける
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2.5 授業で得られた内容の活用

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20

シーマンシップ研究会

グループワークの効果

アクティブワーニング型授業

発表（プレゼン）の効果

・思考の整理・発展

・トレーニング
・習慣づける
・心掛ける

課題内容「船」（案）を活用（実現に向けて）

・創造的思考

（シーマシップ
の涵養）

Tokyo University of Marine Science and Technology 

2.6 授業改善

2015年度及び2016年度の4回の授業において、
「つまらなかった」、「よくわからなかった」、「テンポが悪かった」、

「長かった」、「よく解らない授業だった」、「授業内容につながりが見えな
かった」、「空想・妄想としか思えないことを大学生が授業時間を使って話し
合う必要はないと思った」

１．演習内容の検討
２．時間配分の検討
３．教室の改善（ラーニングコモンズの整備など）
４．適切な説明とファシリテーション
５．適切なグループ分け
など、改善が必要。

２．授業におけるシーマンシップの涵養
2017.5.20

シーマンシップ研究会

Tokyo University of Marine Science and Technology 

３．資質に関する教育・訓練

3.1 練習帆船によるシーマンシップ教育
「シーマンシップの教育には帆船に勝る場はない。」（１）

帆船訓練は、船舶運航の知識・技能の向上に効果があるとともに、
リーダーシップ、セルフコントロールやコミュニケーション能力など、いわ
ゆる資質に関する能力向上に効果があると考えられている。

→ そこで実習生が乗船実習や船内生活を自己評価する質問紙を作成
し、これにより実習生の資質の変化を調査した。

3.2 資質に関する調査

帆船訓練の前後、機船訓練の前後に自己評価のためのアンケート
調査を実施し、以下の結果が得られた。

（１）大杉勇著：帆船讃歌 ｰ雲と波そして風 海に学ぶ－

2017.5.20
シーマンシップ研究会
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3.2 資質に関する調査

（１）帆船訓練と機船訓練
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図 帆船訓練の前後比較

□ ：航海前
△ ：航海後

p<0.01
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図 機船訓練の前後比較
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シーマンシップ研究会
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3.2 資質に関する調査

（２）帆船訓練におけるグループによる違い

図 ４班の前後比較（帆船訓練）
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全てが p>0.05

３．資質に関する教育・訓練
2017.5.20

シーマンシップ研究会
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３．資質に関する教育・訓練

3.2 資質に関する調査

帆船訓練の前後、機船訓練の前後に自己評価のためのアンケート調査を実施
し、以下の結果が得られた。
（１）帆船実習の前後に自己評価の形で調査した8項目の感情的能力では、「思
いやり」を除く7項目で実習後に向上しており、リーダーシップは顕著に向上して
いた。

（２）引き続く機船実習で同様の調査を行い、ほぼ同じ結果であったが、リーダー
シップにおいても有意差を見出すには至らなかった。

（３）帆船訓練においてグループによって結果が大きく異なり、グループメンバー
の個性やそれによって作られるグループの雰囲気により資質訓練の効果が異な
ると推察された。

2017.5.20
シーマンシップ研究会
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3.2 資質に関する調査

（３）訓練と休日における資質の変化

＜積極性・リーダーシップ＞

帆船訓練で上昇
休日で一旦下降
機船訓練で上昇

機船訓練では上昇は若干少な目

「思いやり」を除く7項目で帆船訓練で

向上、休日で下降、その後の機船訓
練で向上 （帆船訓練＞機船訓練）

３．資質に関する教育・訓練
2017.5.20

シーマンシップ研究会

Tokyo University of Marine Science and Technology 

（４）訓練と休日における資質の変化

＜思いやり＞

帆船訓練で下降
休日で一旦上昇
機船訓練で下降
他の７項目と異なる。

→ 原因は不明であるが、他者に対す

る「思いやり」が増すほど、自分に厳しく
なるため、他と逆の結果となったので
は？・・・今後の課題

３．資質に関する教育・訓練
2017.5.20

シーマンシップ研究会

Tokyo University of Marine Science and Technology 

３．資質に関する教育・訓練

＊実習生の資質向上に効果があると思われるものは何か？
対象：教官（１８名）、実習生（７８名）、計９０名のアンケート結果
1 帆走当直 2 船内生活 3 班ごとの活動 4 学友会活動
5 運動日課 6 運動会など 7 イベント準備 8 安着パーティー
9 操練 10 大掃除 11 登檣 12 整備作業
13 航海計画 14 大規模整備作業
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（％）

1 帆走当直

2 船内生活

6 運動会など

8 安着パーティー
11 登檣

14 大規模整備作業

6 運動会など、
8 安着パーティー
⇒ ② 実習生が主体的

に行う活動等

1 帆走当直、 2 船内生活、
11 登檣、 14 大規模整備作業
⇒ ① 帆船特有の活動等

2017.5.20
シーマンシップ研究会

3.3  資質向上の要因

Tokyo University of Marine Science and Technology 

• 練習船教官を10年以上経験のある船長、航海士8名に調査

「実習生に期待する帆船実習の教育的効果は何か？」

① 自然への理解を育むこと 8人（100%）

② 協調性、社会性を育てる 8人（100%）

③ 自然の変化に対応する能力を育む

7人（87.5%）

④ 直接体験から学ぶ 7人（87.5%）

⑤ 感性を育む 6人（75.0%）

３．資質に関する教育・訓練
2017.5.20

シーマンシップ研究会

3.4  帆船訓練の教育的効果

Tokyo University of Marine Science and Technology 

• 練習船教官を10年以上経験のある船長、航海士8名に調査

「帆船実習を行う目的は何か？」

・船員として必要な資質（協調性、忍耐力、注意力、判断力など）
を短時間で身に付けさせるため。

・気象の理解と体験

・人間的成長

・作業を通じ安全意識を高める。

・自然を感じ、注意力・判断力を養う。

・チームワークの大切さを学ぶ

３．資質に関する教育・訓練
2017.5.20

シーマンシップ研究会
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４．まとめ
• シーマンシップ → テクニカルスキル、 ヒューマンスキル、

マネジメントスキル、 コンセプチュアルスキル

→ 自ら考え発想する能力

• アクティブラーニング型授業 ①問題解決型演習 ②発想型演習

→ いずれも 高い学生の評価、

→ 学生の感想文の分析（GTA)・・・ 「ペア、グループワークの効果」

「アイディア創出の効果」

• 帆船訓練における資質教育の効果

→ 自己評価の結果 8項目中7項目で向上、リーダーシップが顕著

帆船訓練・休暇・機船訓練で、向上↑ 降下↓ 向上↑

→ 資質向上の要因・・・帆船特有な訓練と学生自ら企画実行に効果


